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ESSAY

【 現象としての住まい 】

　住まいは、いつでもその時々の社会のあり様を表象

している。江戸の長屋は、単身者の多くが暮らした江

戸の庶民の暮らしを、戦後の公団住宅は51C型（公営

住宅標準設計、図1）に代表されるような、核家族を標

準世帯とする暮らしを、それぞれに想起させる。そうし

た意味で、シェアハウス1）は、高度経済成長を経て、少

子高齢化に向き合い、豊かさへの再考を迫られている

現在の日本の社会を確実に表象している住まいといえ

るだろう。

　近年、コーポラティブハウス、コレクティブハウスなど、

集合住宅のつくり方、住み方に対する多様なアプロー

チはあったが、シェアハウスは住居の選択肢としての波

及的効果という点からも、それらとは一線を画している。

たしかに、全世帯の１/３、首都圏では過半となった単

身世帯の増加という時代の要請にかなったからではあ

るが、それだけならワンルームマンション（図2）が受け

皿であってもよかったはずである。

　では、かくも急速に単身者居住の選択肢として定着

したシェアハウスとは、どのような住まいなのだろうか。

これを定義しようとすると案外に難しい。そこで、まず、

コーポラティブハウス、コレクティブハウスとの違いから

見ていくことにしたい。コーポラティブハウスとは、明ら

かに違う。コーポラティブハウスは、一般に、集合住宅（建

築基準法的には、共同住宅であることも、長屋であるこ

ともある）の形態をとるが、これはそれをつくるしくみに

特色がある。通常の民間分譲マンションが建売である

のと異なって、着工前に居住者を募り、その要望を反映

して建設する（図3）。したがって建物をつくるしくみで

はあるが、建設前から、居住者となる人びとが建設組

合をつくるなど、そのプロセスがその後のコミュニティ形

成に寄与するケースもある。事業主体が誰になるかによっ

て、そのプロセスが異なるが、住戸はそれぞれ居住者の

所有である。ここでは、誰がつくるのか ?がテーマなの

である。ディベロッパーがつくった商品を買うのではなく、

自分たちでつくる、そしてお仕着せでない住空間を、ディ

ベロッパーがつくるよりも安く手に入れるというのが、重

要なコンセプトで、コーポラティブハウスとは、そうしたこ

とを実現するためのしくみなのである。

　シェアハウスとコレクティブハウスはどう違うのか？　

この違いは、もう少し複雑である。シェアハウスもコレク

ティブハウスも、居住者が生活の一部をともにする共用

空間をもつ、という点では共通しているし、基本は賃貸

である点も同じである。シェアハウスでは、一般的に個

室には水回りがなく、共用であるが、コレクティブハウス

の基本は、それぞれ住戸にバスルームもキッチンもある。

キッチン、ダイニングルーム、リビングルームなどが通常

の住戸より少しコンパクトで、その分、共用の大きなキッ

チンとダイニングスペースをもっている。ここで居住者

が交代で食事をつくり、皆で食卓を囲むコモンミールが、

コレクティブハウスでは重要な共同行為である（図4）。

北欧から輸入された住様式であり、「ともに豊かな暮ら

しをつくる」という理念が背景にある。シェアハウスとコ

レクティブハウスの差は、空間的な設えよりも、ここにある。

　コーポラティブハウスが、マーケットから家をつくるし

くみを居住者に取り戻そうとしたように、コレクティブハ

ウスは共同生活することで、ファミレスやコンビニや大

篠 原 聡 子
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図1　公営住宅標準設計「51Ｃ型」 1951年（計画：吉武泰水ほか）
出典：日本建築学会住宅小委員会 編
　　　『事例で読む 現代集合住宅のデザイン』彰国社、2004年

手のスーパーに乗っ取られた日々の食卓を取り戻し、市

場経済から日常生活を取り戻そうとしたのである。だから、

コレクティブハウスとは住様式である以前に、運動であり、

理念なのである。

　その後コーポラティブハウスは、市場経済に取り込ま

れることで一般的なものとなり、コレクティブハウスはそ

の距離を取り続け、一般的な選択肢として展開するに

は至っていない。それに対してシェアハウスは、その出

自からして、運動でも、理念でもなく、シェアするという

状況の共有であり、きわめて対処的な住まいのかたち

で居住者による内発的な住まいである。

　他人同士がひとつの家やアパートメントをシェアして

暮らすという形式は、もちろん日本以外でも珍しいもの

ではない。ニューヨークやシンガポールのような、家賃

が高く、残念ながら日本のようにワンルームマンションと

いった単身者用の最小限住宅もない 都市では、経済

的に制約のある単身者は家族用の住居をシェアして暮

らすしかないのである。しかも、しばしばそれらは想定

外の住まい方として扱われ、法的に問題がある場合も

ある。例えば、シンガポールの HDB2）のハウジングは、

すべて他人に貸すこと、丸ごとシェアハウスにすることは、

基本的に許されていない。ＨＤ B 住宅は、それを取得

する人がその資金を支払うが、そこには公的な資金も

入っており、国民が自らの家族の住まいをもつことを支

援するのが、HDB の目的であるから、取得者の家族以

外が住むことを制限している。ニューヨーク州の法律で

も、一般の家族用の住まいに4人以上の他人が同居す

ることを禁止していた（「New York State Mult iple 

Dwel l ing Law （1929ー現在）」では、「Family」の定

義が「with not more than four boaders, roomers 

or lodgers」となっており、大量に流入する移民の劣

悪な居住環境をコントロールするため、家族以外が多

数住む空間を、「residentia l  use」として認めていな

かった）。

　そうした海外の単身居住事情を見るにつけても、日

本のシェアハウスが他人と暮らすことを前提とした下宿

や寮とは一線を画した住まいとしてそのかたちをもち始

めたことは（もちろん、建築基準法的にはこの新しい居

住形態について議論があり、それについては「正しいシェ

アハウスのつくり方」〈113頁〉を参照していただきたい）、

かなり画期的なことともいえよう。戸建て住宅や寮のリ

ノベーションが主体であった日本のシェアハウスも、最

近は本書で紹介する「SHAREyaraicho」や「LT 城西」

（図5）のようなシェアハウスという目的のため新築され

た建築も散見されるようになった。「SHAREyaraicho」

には、海外からのインターン生がよくやってくるが、ドイ

ツのシュツットガルトからやってきた大学生は、「シュツッ

トガルトでも、ルームシェアをして住んでいたけれど、そ

のためにつくられた家に住むのは初めてで、すごく刺激

的でおもしろい」と言った。シェアハウスがたんに一時

的な住まい方の名称ではなく、住まいとしてのかたちを

もったことの意味を、そのあり方を通して考えてみたい。

そこに、シェアハウスが現在を表象する住まいとなった

理由が見えてくると思う。

洋室

玄関

収納

キッチン

浴室

図2　ワンルームマンションのプラン。極小のユニッ
トに極小のユニットバスとミニキッチンを詰め込んだ、
日本ならではの単身者用住戸





所在地：東京都新宿区矢来町　個室数：7 室＋ゲストルーム 1 室　建物規模：地上 3 階　

敷地面積：128.60㎡　建築面積：76.68㎡　延床面積：184.27㎡　個室面積：12.69 ～ 14.11㎡　　

共用部分面積：28.05㎡（土間）、31.91㎡（キッチン・リビング）　家賃・共益費：73,000 円・12,000 円　　

構造：鉄骨造　設計：篠原聡子／空間研究所＋内村綾乃／ A Studio
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都市に
開く土間

SHAREyaraicho
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ファサードはテント生地。
ジッパーを開けて入る

エントランスでもある土間
は多目的に使われる

2階の部屋からアクセスで
きる１階個室上のロフト

家具づくりの材料となった構造用合板。
下駄箱、本箱、テーブルなど、住人が
自ら制作しながら生活をスタート
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【進行形の住まいのデザイン】
　「SHAREyaraicho」は、商業エリアにもほど近い、都

心の住宅地に建つ。あらかじめシェアハウスとして計画

された建築としては、国内ではごく初期のもの。利便性

の高い立地に安く住める、という経済性だけでない、他

人同士が集まって住む新しい暮らしを、テント生地に覆

われたファサード、その背後の土間のようなエントラン

ス空間に象徴される建築空間から提案している。間口

6m、奥行き 12m、高さ 10m の空間に個室と水回りを

入れた小さな箱が挿入されるという構成で、小さな箱と

箱の 60cm ほどの隙間が 1 階、2 階、3 階の共用空

間を緩やかにつないでいる。その隙間は、スーツケース

やスノーボード、酒など、さまざまな生活用品の収納とし

て利用されている。3 階のリビングに面した隙間は、泥

酔した客人の仮眠スペースになることもある。土間のよ

うなエントランス、隙間の利用方法などは、居住者が住

みながら、デザインしていく。つねに住まいのデザイン

が進行形であることもこのシェアハウスの特徴である。

【まちとつながる仕掛け】
　3 層吹きぬけた土間エントランスは、農家の土間のよ

うな活動空間であり、もちろん居住者にとってのエント

ランスである。つまり、多目的な空間である。竣工当時

は居住者によって、この家で使う本棚、下足箱、テーブ

ルなどの家具づくりが行われていた。それが一段落した

後、ギャラリー、トークイベント、さまざまなワークショップ

などに使用されている。居住者が企画して、催しを行う

こともあれば、外部に貸し出すこともある。土間エントラ

ンスは、そこが外部からの人も含めた活動の場となるこ

ハンガーやロープを設置して、ニューヨークのファッションブランド
「sawa takai」の展示会も開催された

プロジェクターと椅子を並べ、居住者が企画するトークイベント
「scene」の風景。SNSで告知し、外部からも人が集まる

とで、まちとつながる仕掛けとなっている。こうして、テン

ポラリーではあるが、まちに開いて、住宅地に小さな賑

わいをつくりだしている。

【居住者をフィルタリングする建築】 
　個室は 7 つで、常時 7 名の居住者が暮らしている。

2 年以上暮らす居住者が多い。そのほかにゲストルー

ムがあり、海外から設計事務所に来るインターン生など

に利用されている。ゲストルームの利用者のみならず、

居住者もつねに、2 名くらいは外国人である。外国人

は安定的な職をもっていても、適当な値段の住まいを

見つけるのは案外難しい。SHAREyaraicho は、外国

人だからといって滞在や居住を断ることはない。この独

特な、オープンエンドな建築空間を受け入れることがで

きる人なら、ともに生活することが可能であろうと考え

ているからである。つまり、建築が居住者のフィルタリン

グ機能をもっている、というわけである。

居住者によるリビングのテーブル制作の様子
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天井：PB t=9.5mm
+ラーチボード t=9mm

屋根：FPR防水の上トップコート仕上げ
軽量モルタル（水勾配）
デッキPL t=50mm +コンクリート t=80mm
断熱材：グラスウール 32kg/㎡ t=50mm

天井：PB t=9.5mm
AEP塗装

床：ラーチボード t=12mm
セルフレベリング
+コンパネ t=12mm

ハーブガーデン

天井：PB
t=9.5mm
AEP塗装

壁：LGS下地の上、
PB t=12.5mm
AEP塗装

壁：LGS下地の上、
PB t=12.5mm
AEP塗装

床：ラーチボード
t=12mm
セルフレベリング
+コンパネ t=12mm

床：ラーチボード t=12mm
セルフレベリング+コンパネ t=12mm

天井：PB
t=9.5mm
VP塗装

壁：LGS下地の上、
PB t=9.5mm+
ラーチボード
t=9mm

床：ラーチボード
t=12mm
セルフレベリング
+コンパネ t=12mm

壁：LGS下地の上、
PB +12.5
ラーチボード
 t=9mm

天井：PB t=9.5mm 
AEP塗装
壁：LGS下地の上、
PB t=12.5
ラーチボード t=9mm

床：ラーチボード
t=12mm
セルフレベリング
+コンパネ t=12mm

天井：LGS下地の上、 
耐水PB t=19.5mm 
+ラーチボード t=9mm

壁：LGS下地の上、
UBボード t=12mm
+ラーチボード t=9mm

窓：ポリカーボネイト中空板 
t=35mm+
アルミチャンネルフレーム

床：土間コンクリート
防塵塗装

床：土間コンクリート
防塵塗装

壁：LGS下地の上、
合板 t=9mm
+ラーチボード t=9mm

LGS下地の上、
PB t=12.5mm 
+ラーチボード t=9mm

天井：PB t=9.5mm+
ラーチボード t=9mm

天井：PB t=9.5mm+
ラーチボード t=9mm

床：ラーチボード
t=12mm

壁：
100角磁器質
タイル張り
乾式工法

天井：PB t=9.5mm
VP塗装
壁：LGS下地の上、
PB t=12.5mm
VP塗装

床：コルクタイル t=5mm
下地：耐水合板 t=12mm
木床組

床：シャワー防水パン
下地：耐水合板
t=12mm 木床組

土間エントランス

個室3

個室5

個室6 個室7

シャワー
ルーム
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約 10m の高さに、3 層に積み重なるボックスを 60cm の隙

間を空けて挿入したデザイン。意図的に残された各階の隙

間は、エントランスの土間から 3 階のコモン空間まで緩やか

に連続する空間を生み出す。同時に、個室と個室のプライバ

シーを確保する役割も果たしている。

断面図　1/100

ハーブガーデン
屋上のハーブガーデ
ンでは、いろいろな
種類を育てていたが
今はローズマリーだ
けが生き残っている

3階個室と2階リビング床の隙間
DIY制作した酒用ストック箱がちょうど納まる

上下の隙間を有効活用
2階への階段の途中から玄関を見た風景。隙間には、洗面用マットレス、
カメラの三脚、スーツケースなど、日常的使用頻度の低いものが納まる

【隙間がつくる距離感】POINT !

【私がここに住む意味】
居住者（家具・内装設計施工）：隈 太一

　以前ここに住んでいた居住者が、この家のこ

とを「余裕がある」と言っていた。最初、その言

葉はピンとこなかった。たしかに空間的には土

間スペースや大きめのリビングや収納のための

隙間など、余裕だらけである。しかし、空間的な

余裕があるだけでは実はなにごとも起こらない。

オーナーである父、設計者である母が入れ込ん

だもうひとつの「余裕」が、私がここに住むこと

だったように思う。私は家賃も払わず、できる限

り、ここを気に入ってくれる、おもしろい住人を

集め、興味のあるトークイベントを行い、ファッショ

ンや食のイベントを開いた。家具づくりにも携わっ

た。たまには賑やかすぎて、近所からクレーム

をつけられることもあった。それでもこの空間が、

竣工から5年近くたった今でもイキイキと使われ、

暮らしの場でありつつ人の出会いが絶えず起こっ

ているのはそうした、ハードとソフトの「余裕」が

建築の中に設計されているからだと思う。

INTERVIEW
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本をシェア
居住者たちが旅した国のガイドブックやアート系の本が並ぶ

リビングに浮く個室　階段を中心に緩やかに分節されている3階キッチンとリビング。個室6・7の床とのレベル差は60cm



18   |  都市に開く土間 ー SHAREyaraicho

【家族と家を開くしくみ】
POINT !

　SHAREyaraichoは、その設計をした空間研究所か

ら徒歩2分のところに位置している。空間研究所のあ

る矢来町テラスの上階には、SHAREyaraichoのオー

ナーの住まいがある。このシェアハウスが当時は珍しい

新築のシェアハウスとして計画された背景には、設計者・

オーナー夫妻が近距離にいることが鍵となっている。つ

まり、竣工した後も、どのような居住者を集めるか、どん

な運営をするかに設計者、オーナーが積極的に関わる

ことが前提となっている。そうでなければこの実験的な

住まいが、居住者にとって経済的な選択肢でありつつ、

オーナーにとって採算ベースにのることは難しいからで

ある。入居開始から、設計者のひとり内村綾乃氏とオー

ナーの息子がこのシェアハウスに住み、他の居住者と

週末のミーティングを通して、生活のルールづくりをし、

ここでのシェア生活を立ち上げた。

　1階の土間エントランスでのイベントはすでに紹介し

たが、3階のリビングルームは、それぞれの居住者が友

人とパーティを開いたり、また、オーナーとその友人が

食事に来るなど、オーナー住宅のエクステンションとし

ても機能している。2年後にできたもうひとつのシェア

ハウスとオーナー宅、空間研究所、SHAREyaraicho

の間を、トークイベントのような行事、DIY、週末の鍋パー

ティ、ゲストルームの活用など、さまざまな行為が行き交

い、面的な居住者のつながりをつくっている。他人が共

に暮らすというオープンエンドなシェアハウスの空間が、

普通の家に住む家族やオフィスの人びとをつなぐハブと

して機能している。

所在地：東京都　個室数：7 室　建物規模：地上 2 階　敷地面積：105.56㎡

建築面積：77.77㎡　延床面積：146.74㎡　個室面積：7 〜 8.5㎡　家賃・共益費：75,000 〜 90,000 円・15,000 円　　　　

共用部分面積：62.61㎡（1 階）・48.37㎡（2 階）　構造：鉄骨造 + 木造　改修設計：常山未央 / mnm
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不動前ハウス

資材倉庫から
オープンコモンに


